
サーバの管理

この章は、次の項で構成されています。

•サーバのブート順（1ページ）

サーバのブート順
Cisco IMCを使用して、使用可能なブートデバイスタイプからサーバがブートを試行する順序
を設定できます。レガシーブート順の設定では、Cisco IMCによりデバイスタイプの並び替え
が許可されますが、デバイスタイプ内のデバイスの並べ替えはできません。高精度ブート順の

設定により、デバイスの線形順序付けができます。Web UIまたは CLIでは、ブート順および
ブートモードの変更、各デバイスタイプ下への複数のデバイスの追加、ブート順の並び替え、

各デバイスタイプのパラメータの設定ができます。

ブート順の設定を変更すると、Cisco IMCは、サーバが次にリブートされるときに、設定され
たブート順を BIOSに送信します。新しいブート順を実装するには、設定の変更後にサーバを
リブートします。新しいブート順は以降のリブートで反映されます。設定されたブート順は、

設定が Cisco IMCまたは BIOS設定で再度変更されるまで保持されます。

次のいずれかの条件が発生すると、実際のブート順は設定されたブート順と異なります。

•設定されたブート順を使用してブートしようとしたときに BIOSで問題が発生した。

•ユーザが BIOSで直接、ブート順を変更した。

（注）

高精度ブート順の設定

始める前に

サーバのブート順を設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要がありま
す。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Compute]メニューをクリックします。

ステップ 2 [BIOS]タブで [Configure Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 3 [BIOS Properties]領域の [Configure Boot Order]をクリックします。

ブート順の説明が示されたダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [Configure Boot Order]ダイアログボックスで、次のプロパティを更新します。

説明名前

サーバのブートオプション。次のブートデバイスの 1つ以上
を追加して、選択したデバイスのパラメータを設定できます。

可能性のあるすべてのブートデバイスを次に示しま

す。実際に表示されるデバイスは、使用している C
シリーズサーバのタイプによって異なります。

（注）

•ローカル HDDの追加

• [Add PXE Boot]

• [Add SAN Boot]

• [Add iSCSI Boot

• [Add SD Card]

このオプションを使用できるのは一部のUCSC
シリーズサーバだけです。

（注）

• [Add USB]

• [Add Virtual Media]

• PCHストレージの追加

• UEFI SHELLの追加

• NVMEの追加

•ローカル CDDの追加

[Add Boot Device]テーブル

BIOSによるデバイスの可視性。Stateには、次のいずれかを
指定できます。

• [Enabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できます。

• [Disabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できません。

[Enable/Disable]ボタン
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説明名前

選択したデバイスの属性を変更します。[Modify]ボタン

[Boot Order]テーブルから選択したブート可能なデバイスを
削除します。

[Delete]ボタン

既存のデバイス設定を新しいデバイスにコピーします。[Clone]ボタン

最後に設定されたブート順の送信元が BIOSとして表示され
るとき、ブート順の設定を BIOSに再適用します。

[Re-Apply]ボタン

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルで高いプラ
イオリティに移動します。

[Move Up]ボタン

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルで低いプラ
イオリティに移動します。

[Move Down]ボタン

このサーバがブートできるデバイスタイプが、ブートが試行

される順に表示されます。

[Boot Order]テーブル

設定されているブート順に対する変更を保存するか、または

以前に設定したブート順を再適用します。

は、そのサーが次に再起動されるときに、設定されているブー

ト順を BIOSに送信します。

[Save Changes]ボタン

設定されたブート順の値をリセットします。[Reset Values]ボタン

変更を保存しないで、または既存の設定を再適用しないで、

ダイアログボックスを閉じます。

このオプション選択すると、そのサーバが次に再起動される

ときに、実際のブート順は変更されません。

[Close]ボタン

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

サーバに接続しているデバイスによっては、実際のブート順に追加のデバイスタイプが付加さ

れる場合があります。

次のタスク

サーバを再起動して、新しいブート順でブートします。
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ブートデバイスの管理

始める前に

デバイスタイプをサーバのブート順に追加するには、admin権限を持つユーザとしてログイン
する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Compute]メニューをクリックします。

ステップ 2 [BIOS]タブで [Configure Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 3 [BIOS Properties]領域の [Configure Boot Order]をクリックします。

ブート順の説明が示されたダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [Configure Boot Order]ダイアログボックスで、[Add Boot Device]テーブルからブート順に追加
するデバイスを選択します。

ローカル HDDデバイスを追加するには、[ローカル HDDの追加（Add Local HDD）]をクリッ
クし、次のパラメータを更新します。

説明名前

デバイスの名前。

一旦作成すると、デバイスの名前を変更することは

できません。

（注）

[Name]フィールド

BIOSによるデバイスの可視性。次のいずれかになります。

• [Enabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できます。

• [Disabled]：デバイスはブート設定で BIOSから認識でき
ません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

[Boot Order]テーブルにデバイスを追加します。[デバイスの追加（Add
Device）]ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

PXEデバイスを追加するには、[Add PXE]をクリックし、次のパラメータを更新します。
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説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

[Name]フィールド

BIOSによるデバイスの可視性。Stateには、次のいずれかを
指定できます。

• [Enabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できます。

• [Disabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

サーバのMACアドレス。

このオプションを使用できるのは一部のCシリーズ
サーバだけです。

（注）

MACアドレス

デバイスが装着されているスロットのポート。

0～ 255の範囲内の数を入力してください。

[Port]フィールド

SANブートデバイスを追加するには、[SANブートの追加（Add SAN Boot）]をクリックし、
次のパラメータを更新します。

説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

[Name]フィールド

BIOSによるデバイスの可視性。Stateには、次のいずれかを
指定できます。

• [Enabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できます。

• [Disabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

デバイスが装着されているスロットの論理ユニット。

0～ 255の範囲内の数を入力してください。

[LUN]フィールド
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説明名前

[ブート順序（BootOrder）]テーブルにデバイスを追加し、変
更を保存します。

[変更を保存（Save Changes）]
ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

iSCSIブートデバイスを追加するには、[iSCSIブートの追加（Add iSCSI Boot）]をクリック
し、次のパラメータを更新します。

説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

[Name]フィールド

BIOSによるデバイスの可視性。Stateには、次のいずれかを
指定できます。

• [Enabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できます。

• [Disabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

デバイスが装着されているスロットのポート。

0～ 255の範囲内の数を入力してください。

VICカードの場合は、ポート番号ではなく vNICイ
ンスタンスを使用します。

（注）

[Port]フィールド

[ブート順序（BootOrder）]テーブルにデバイスを追加し、変
更を保存します。

[変更を保存（Save Changes）]
ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

SDカードを追加するには、[Add SD Card]をクリックし、次のパラメータを更新します。

このオプションを使用できるのは一部の UCS Cシリーズサーバだけです。（注）

説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

[Name]フィールド
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説明名前

BIOSによるデバイスの可視性。次のいずれかになります。

• [Enabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できます。

• [Disabled]：デバイスはブート設定で BIOSから認識でき
ません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

[Boot Order]テーブルにデバイスを追加します。[変更を保存（Save Changes）]
ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

USBデバイスを追加するには、[Add USB]をクリックし、次のパラメータを更新します。

説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

[Name]フィールド

特定のデバイスタイプの下位のサブデバイスタイプ。次のい

ずれかになります。

• [CD]

• [FDD]

• [HDD]

[Sub Type]ドロップダウンリ
スト

BIOSによるデバイスの可視性。次のいずれかになります。

• [Enabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できます。

• [Disabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

[Boot Order]テーブルにデバイスを追加します。[変更を保存（Save Changes）]
ボタン
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説明名前

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

仮想メディアを追加するには、[Virtual Media]をクリックし、次のパラメータを更新します。

説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

[Name]フィールド

特定のデバイスタイプの下位のサブデバイスタイプ。これ

は、次のいずれかになります。

• [KVM Mapped DVD]

•
• [KVM Mapped HDD]

•
• [KVM Mapped FDD]

[Sub Type]ドロップダウンリ
スト

BIOSによるデバイスの可視性。Stateには、次のいずれかを
指定できます。

• [Enabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できます。

• [Disabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

[Boot Order]テーブルにデバイスを追加します。[変更を保存（Save Changes）]
ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

PCHストレージデバイスを追加するには、[PCH Storage]をクリックし、次のパラメータを更
新します。

説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

[Name]フィールド

サーバの管理
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説明名前

BIOSによるデバイスの可視性。次のいずれかになります。

• [Enabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できます。

• [Disabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

デバイスが装着されているスロットの論理ユニット。

• 0～ 255の範囲の値を入力します。

• AHCIモードの SATA：1～ 10の範囲の値を入力します

• SWRAIDモードの SATA：SATAの場合に 0、また 1を入
力します。

SATAモードを使用できるのは一部の UCS Cシリー
ズサーバだけです。

（注）

[LUN]フィールド

[Boot Order]テーブルにデバイスを追加します。[変更を保存（Save Changes）]
ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

UEFIシェルデバイスを追加するには、[AddUEFI Shell]をクリックし、次のパラメータを更新
します。

説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

[Name]フィールド

BIOSによるデバイスの可視性。Stateには、次のいずれかを
指定できます。

• [Enabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できます。

• [Disabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できません。

[State]ドロップダウンリスト
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説明名前

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

[Boot Order]テーブルにデバイスを追加します。[デバイスの追加（Add
Device）]ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

サーバの実際のブート順の表示

サーバの実際のブート順とは、サーバが最後にブートされたときに BIOSによって実際に使用
されたブート順です。実際のブート順は、で設定されたブート順とは異なる場合があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Compute]メニューをクリックします。

ステップ 2 [BIOS]タブで [Configure Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 3 [BIOS Properties]領域の [Configure Boot Order]をクリックします。

この領域には、Cisco IMCを介して設定されたブート順のデバイスと、サーバ BIOSによって
使用される実際のブート順が表示されます。

[Configured Boot Devices]セクションには、Cisco IMCを介して設定されたブート順（[Basic]ま
たは [Advanced]）が表示されます。この設定が変更されると、次回そのサーバがブートしたと
きに、Cisco IMCがこのブート順を BIOSに送信します。基本設定では、デバイスタイプのみ
を指定できます。詳細設定では、スロット、ポート、LUNなどの特定のパラメータを使用し
てデバイスを設定できます。

設定されたブート順を変更したり、以前に設定されたブート順を復元したりするには、管理者

は [Configure Boot Order]ボタンをクリックできます。これらの変更をただちに有効にするに
は、サーバをリブートします。[BIOS]タブを更新することで、新しいブート順を確認できま
す。

この情報は、次回のサーバのブート時に BIOSにのみ送信されます。Cisco IMCは、
設定が変更されるまで、ブート順の情報を BIOSに再送信しません。

（注）

[Actual Boot Devices]セクションには、サーバが最後にブートされたときにBIOSによって実際
に使用されたブート順が表示されます。次のいずれかの条件が発生すると、実際のブート順は

設定されたブート順と異なります。

•設定されたブート順を使用してブートしようとしたときに BIOSで問題が発生した。
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•ユーザが BIOSで直接、ブート順を変更した。手動による変更を上書きするには、Cisco
IMCを介して設定されたブート順を変更し、サーバをリブートします。

設定されたブート順を使用して新しいポリシーを作成すると、BIOSはこの新しいポ
リシーをシステムに存在するデバイス（複数の場合あり）にマッピングしようとしま

す。実際にマッピングされたデバイス名とポリシー名が [Actual Boot Order]領域に表
示されます。BIOSが Cisco IMCの特定のポリシーに検出されたデバイスをマッピン
グできない場合は、実際のデバイス名が [Actual Boot Order]領域に [NonPolicyTarget]
として示されます。

（注）

ワンタイムブートデバイスでブートするようにサーバを設定する

現在設定されているブート順序を中断することなく、次回のサーバのブートに対してのみ、特

定のデバイスから起動するようにサーバを設定できます。ワンタイムブートデバイスからサー

バを起動すると、事前に設定されているブート順で以降のすべてのリブートが行われます。

始める前に

サーバのブート順を設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要がありま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Compute]メニューをクリックします。

ステップ 2 [BIOS]タブで [Configure Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 3 [BIOS Properties]領域で、[Configured One Time Boot Device]ドロップダウンからオプションを
選択します。

無効になっている拡張ブートデバイスで設定されている場合でも、ホストはワンタ

イムブートデバイスに対して起動します。

（注）

サーバの管理

11

サーバの管理

ワンタイムブートデバイスでブートするようにサーバを設定する



サーバの管理

12

サーバの管理

ワンタイムブートデバイスでブートするようにサーバを設定する


	サーバの管理
	サーバのブート順
	高精度ブート順の設定
	ブート デバイスの管理
	サーバの実際のブート順の表示
	ワンタイム ブート デバイスでブートするようにサーバを設定する



